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航空連合

航空分野の飲酒基準の設定と
安全運航の堅持に関する航空連合の取り組み

航空従事者の飲酒基準に関する検討会資料
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1． 航空連合概要

【航空労組連絡会（航空連）】
43組合、7,500名

各エアライン運航乗務員組合
一部の客室乗務員組合

外国航空会社関連労組など

全国労働組合総連合（全労連）

国際運輸労連（ITF）

（連合）

≪航空連合≫
54組合、41,419名

ＡＮＡグループ各労組
ＪＡＬグループ各労組
空港ハンドリング労組

ホテル労組
空港ビル関連労組など

2018年10月現在
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1． 航空連合概要

組織名 組合員数
ANA福岡空港労働組合 667 
スターフライヤーユニオン 261
JALグランドサービス九州労働組合 174
ANAエアサービス佐賀労働組合 57
（オブ）SPP長崎エンジニアリング労働組合 65 

組織名 組合員数
ANA中部空港労働組合 707 
中部スカイサポート労働組合 296 

組織名 組合員数
ANA成田エアポートサービス労働組合 1,715
ANAケータリングサービス労働組合 623
成田日航ホテル労働組合 35
TFK民主労働組合 24
（オブ）日本貨物航空労働組合 162

組織名 組合員数
ANA沖縄空港労働組合 820
JALスカイエアポート沖縄労働組合 546
日本トランスオーシャン航空労働組合 476
ホテルアリビラ労働組合 218
那覇空港ビルディング労働組合 86
ダブルツリーヒルトン那覇首里城労働組合 76
沖縄日通エアカーゴサービス労働組合 59
JAL･JTAセールス労働組合 39
琉球エアーコミューター労働組合 30
下地島空港施設労働組合 21
エアー宮古労働組合 19
アートホテル石垣島労働組合 9
大栄空輸労働組合 7
JTAインフォコム労働組合 7
（オブ）宮古島東急ホテル&リゾーツ労働組合 175

組織名 組合員数
ユニオン エア・ドゥ 625 
ANA新千歳空港労働組合 763 
JALグランドサービス札幌労働組合 210

組織名 組合員数
ANA労働組合 11,642
JAL労働組合 7,339
JALエンジニアリング労働組合 1,809
ANAエアポートサービス労働組合 2,229
ジャムコ労働組合 882
ANAセールス労働組合 765
ANAベースメンテナンステクニクス労動組合 649
JALグランドサービス労働組合 1,750
ANAラインメンテナンステクニクス労働組合 612
ANAエアロサプライシステム労働組合 348
ANACargo労働組合 377
ジャルパック労働組合 329
JALセールス労働組合 350
JALUX UNION 219
羽田空港グランドサービス労働組合 191
OCS労働組合 165
ANAエンジンテクニクス労働組合 120
ANAコンポーネントテクニクス労働組合 91
全日空モーターサービス労働組合 70
JALエアテック民主労働組合 120

組織名 組合員数

ANAエアサービス松山労働組合 136 

成田福岡

組織名 組合員数
ANA関西空港労働組合 656
ANAウイングス労働組合 689
ANA大阪空港労働組合 536
Kグランドサービス労働組合 440
JALグランドサービス大阪労働組合 204 
日航関西エアカーゴ・システム労働組合 131

沖縄

東京

北海道

大阪

愛知

松山(本部直轄)

2018年10月現在
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1． 航空連合概要

客室部会（職種別）

安全啓発 横断機能安全政策

国土交通省航空局との政策協議

安全シンポジウム

安全委員会（職種横断）

フォークリフト運転競技会
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2． 飲酒事案に対する航空連合の受け止め

 社会に対して航空の安全に対する大きな不安、不信を与えた。

 安全運航の確保は航空産業の存立基盤であり、今般の事象を重く受け止める。

 飲酒によって安全に影響を与えることが決してあってはならない。

 飲酒が安全に及ぼす影響を正しく認識する必要がある。

以上をふまえ、航空連合は

 個々人の意識改革や職場の風土改革に仲間と協力しながら率先して取り組む。

 働くものの立場から、必要に応じて関係各所へ働きかけを行い、安全運航を堅持する。

航空に携わるすべての人が「自らのこと」としてとらえることが重要である。
そのためには、目的を正確に理解し、産業全体で共有する必要がある。

「労働組合の強み」を活かした活動に率先して取り組む。

実効性・納得感
のある施策 ×

一人ひとりの
実行力 ＝

成果・目的
「安全運航の堅持」
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3． 航空連合の今後の取り組み

 今後予定している航空連合の各会議において、本検討会における進捗状況や航空連合

の受け止めなどを共有し、組織全体で目的の正確な理解につとめる。

 特に安全シンポジウム（7月開催予定）において、有識者による講演を行い、安全意識

の啓蒙を図る。

①目的意識の共有・意識啓蒙

 会社、職種横断機能といった強みを活かし、航空連合の各会議において飲酒に関する

グループディスカッションを継続的に実施する。

 各職場の取り組み状況を共有し、自職場に事例を展開することや、行動事例集などを

取りまとめ、共有することにより、産業全体の意識改革や風土改革につなげていく。

②意識改革・風土改革の推進

 産業別組合間の横断機能を活かし、他業種における取り組み事例の共有や、現場見学

などを実施し、航空産業への提言や、継続的な意識改革に取り組む。

 対策や意識改革に取り組むなか、職場が直面している課題に対し、ボトムアップ機能を

活かし、事業者、行政など関係各所に課題や提言を伝え、取り組みを持続、発展させる。

③各取り組みの持続性と発展

以上
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